音響刺戟による聴器の受傷性の左右対称性並びに個体差に関する研究 by 湯本 牧雄
音響刺戟による聴器の受傷性の左右対称性並びに個
体差に関する研究
著者 湯本 牧雄
号 78
発行年 1961
URL http://hdl.handle.net/10097/17765
氏名
 授与.学位
学位授与年月日
 学位授与の根拠法規
最終学歴
学位論文題目
ゆもとまきを
湯本牧雄
医学博士
 昭和36年12.月6日
 学位規則第5条第2項
 昭和29年3月東京慈恵、会医科大学卒業
 音響刺戟による聴器の受傷性の左右対称性並びに
 個体差に関する研究
 論文審査委員. 東北大学教授立
東北大学魏受本
東北大響教授和
豊
一
男
弘
正
木
川
田
 一ヌ9ぐr
湯本牧雄提出論文内容要旨
 近年,機械交明の発達による蒼種産業の発展帽.,まことに目覚しく,然も,Zは強大鱗音を伴
 って人類の周辺を取り巻き,終には之に,心理的,肉体的な危害を加える様相を呈して来た。特
 に・,.'此の鮪産業に従事する従業員に認められろ聴力障碍。所謂,職業性難聴は,耳鼻咽喉科学的
 にも重要な!海驢となり,'更に,今世紀後半に於ける電気測定機具の発達と相俟って,この分野の
 研究は,急進した感があお。然し,この問題には複雑な諸因子が介在する為,未だ充分解明され
 ない点も決して少ぐないと考えられる。
 著者は,今般。某セメント工場騒音戦場従業員及ぴ,某炭・磯坑内労務者,更に之等の対照とし
 て,比較的騒音の少い職場と考えられる某デパート従業員の聴力検査を施行し、極々の知見を得
 たが,その結果の一つとして,.明らかに職場騒音によって惹起されたと考えられ、る感音系難聴の
 多数例が,左右対的{・性の1感力像を示・ナ事を確認したので,主として本出]題に対する検討を試みた。
 抑々,この左右対侵R性の聴力像は,1936年Lar哩enbeckが遺伝的聾の残聴に高率に見
 出し,所謂,Symme七rie-ge3eもzdererblichenTaubhGitとして発表したも
 のであるが,その後多くの研究者によって}追試され7批判されているが,このS∫mmetrie-
 trie-gese駝は,独り狭義の先天聾の残聴にのみ適用されるものではなく,もっと広義の,
 聴器の先天的弱質に関与して招来されるもの迄の拡大適用が可能であろうと考察されている。即
 ち・言葉を換えれば,諸家の見解によれば・声右対称性の聴力像を示す疾患の成因には・聴器の
 先天的素因が囲与しているものと推察する事が出来る。かくの如き諸家の見解に対して、着考の
 得た知見が,職業陸梁臣聴の成因に関連して,如何なる意味を有するであろうかと考えて,観点を2
 次の二点,即ち,第一に,従来の研究は,その殆どが,一耳を単位としての検討であったので,
 今回は,個体を単位として,難聴が,片側性のものであるか又は、両側性のものであるか,両側
 性の場合は左右がどの程度類似しているか,即ち掌難聴の両耳性とレ、う立場に立っての考察,第
 二に,職業性難聴の発生及ひ進行に認められる個人差に,本間題が,何か関連を持ってはいない
 だろうか,という二つの観点から,上述の,某セメント工場及び炭碩に於ける測定成縫と,蝸牛
 反応を指標とした,二三の動物実験の成籔とを述べ,Zに考察を加えた。そ『の結果は,次の如く
 であるo
 i)某セメントェ嚇騒音職場従業員挿71名。某炭砿坑内労務者,649名。某デパート従
 業員,525名について,聴器の精密検査を施行し,合せて,各職場の騒音の測定を行った結果
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1 三三1賊暢1て・天々・ろ4・7%・3コ・8%}2・5%。'羅業{生難IP直1と患われる難聴者が見出された。又,
 各職場騒音{ヒ測定し,SO熱agraphによって分析した結果,セメント工場では,100Pho・・
 程度の恒常「的な蕉番音があり,そ'の騒'音は,.埴及び質共に殆ど変動しないもので蓼)つた。一方,炭
 籔では,その騒音け・最及び質共,博聞的に可成り変動が大きい間歇騒音であり,騒音の平均は,
 大凡,85～105PhOnと考えられるものであった。又,デパートの騒音は,前エ者に比べれ
 ば,余り強大なものではなぐ,70～ア5Pho11程度の騒音であった。以上の知見から,前二
 者について,そηを職業洗齢雌聴としての音響外傷であると考え,zに対して極々推察を行った。
 2)所謂critica■in鉛nsityをてついて。1従来,多ぐの研究者によって,この
 cri七ica■in七eUsityは,大凡,8目～90dbにあるものと考えられているカ㍉著者の
 測定でも,昏職場蟻音の実態ど各職場従業員の難聴出現状況より考える時,80～90dbとい
 う数値の妥当性を裏付ける結果か得られた。
 ろ)聴力像について。;セメントエ場では,広義のq・5αip型を示す看力順淳であり,一方
 炭磯では,高音偉鰍}型が高率であった。之÷.』縫莱性難聴には,c筋dip型を示す者の他,高
 音ソご御鯉を示す者も,決して少くない瑞叉,この両職場に認められた,憾力型出現に関する差
 異は,両職場の騒爵の性状の差異によって惹起されたものではあるまいかと推論した。
 4)難聴の両耳性について。;セメント工場,炭顧両職場に認めら才tた職業性雛臆者について
 聴力損失の左右差を検討した結果。左右差旬db以内の省は,セメント工揚,66,3%,炭砿
 51.8%。左右差15db以内の者は,セメント工場}75,7%。炭頒,64.4%。又,左右差
 20db以内の者は,セメント工腸,82.8%,炭砿,7Z5%,と高率に左右対称性の聴力像
 を示す事が認められた。
 5)就業年数及び年令と,鵬臨発生との関係について。;難聴発生に対する個体差については,
 高令者は,若年者に比して音響に対・する受傷性が強い;が如き傾向を示す・以外に,特に、難1距1発生
 に対して,就業年数は,大きな因子となっていない事を示した。
 6)一連の動物実験による結果1は,強大音響刺戟に対して,海狼耳;に於ては,各個体旧1には,
 差異が認められるが,同一動物耳について見れば,その左右'耶二t,極あて類似の反応を示し,左
 右文揃姓であった。そして,これは,人厚に於ける強大音響刺戟に対する受傷性の個体差及び左
 右耳の対剛生と相通ずる結果であると推察した。
 7)以上の,職業性難聴に幽する臨床成績,及び,動物実験の結果を,綜合的に考察すれは,
 職業性難ヨ晦としての音響外傷の成歯には,可成り大きく,聴器・の先天的な素凶が騨与しているも
 のてあろうと推察し,更に,その素因は,恐らく,他のいくつかの同様な疾患,例えば,ストマ
 イ難聴,老人性難聴等に於ても,その発現に関与していると思われる素図と極めて・類似性がある
 (恐らくは,置トのものではないかと考えられる)と考察した。
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 審査結果の要・旨
 ・]1936年Langeロbeckは左右対称性の聴力像を遺伝性ろうの残聴に高率に見出し所謂
 Symme“ie唱e8e七zdererblichenTanbheitとして発表し,この左右対称
 性の聴像こそ先天性ろうの試金石であると述べた。
 著者は今回某セメントユ揚騒音戦場従業員及び某炭鉱内労務者,更に対照として比較的騒
 音の少い職場と考えられた某デパート従業員の聴力検査を行い,その結果の一つとして,明か
 に職場騒音によって惹起されたと考えられる感音系難聴の多数例が左右対称性の難聴であるこ
 とを確認した。
 他方,ストレプトマイシン中毒による難聴の場合にもその大多数が左右対称性の難聴を示す
 ことが明かにされ而も一家族にこれが多発した症例の報告さえ見らるkに到った。
 従ってこれ等疾患の発生には一つの共通した聴器の先天性弱質の存在を考慮することが妥当
 であろう。
 さきに教室の高倉は海翼を用い,聴器にある強さの刺戟音を与えた場合,蝸牛反応は疲労現
 象を示すことを邑月ガ・にした。
 働で著者は同一動物の両耳に,同時に同一量の音響刺戟を与えてこれが蝸牛反応に及ぼす影
 響を左右同時に記録観察すれば左右両聴器の音響に対する受傷性を比較険討することが出来る
 であろうと考ズ,両耳の蝸牛反応を入力部で目彷切替スイッチによって交互にPickUPし
 同→着巾園路によって増巾描記した。
 そ'の結果,1)刺戟音量を増すにつれて蝸牛反応の疲労の程慶は増加する傾向を示すが,併
 し2)刺戟音量が同一でもそれに対する反応熊襲は各個体で差異を示し,而も5)この鰻体間
 の差異は刺戟音量の増加につれて著明になる傾向を示すことを明かにした。
 即ち著者は海'演の蝸牛反応に見られる音響刺戟による疲労現象が各個体間には差異が認めら
 れるが,同～面体の左右両耳の反応は殆んど同一態度を示すものであることを立証し,この事
 実は恐らく人類に.寿げる聴器の受傷性にまで拡大適用が許されるものであろうと推察している尊
 驚者は就業年数及び年令'と難聴発生との関係に就吟て調査し,高令者は若年者に比して音
 響に対する受傷性が強い様な傾向を示す以外に特に就業年数は難聴発生1に対して大きな因子と
 なっていないことを明かにしたが,この事実も亦著者の上記の結論を支持するかに見える。
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